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lasting functional damage of the inner ear cells induced by P-type Ca2+-ATPase mutations. Inner Ear Biology 2019, Padova, Italy. Sep 7-10, 2019.

国際学会発表 6
Y Okazaki. Comprehensive Genomic Analysis of Japanese patients with mitochondrial disorders. The 16th Conference of Asian Society for
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和文総説 1 江口英孝, 岡﨑康司. リンチ症候群関連の遺伝学的検査. 臨床消化器内科, 2019;34(6):661-666.

和文総説 2 江口英孝, 岡﨑康司. 次世代遺伝子解析技術を用いた希少難治性疾患の原因究明. 腎臓内科・泌尿器科, 2019;9(5):442-447.

和文総説 3
江口英孝, 岡﨑康司, 石田秀行, SGHGCSグループ. 次世代シーケエンシング技術を用いた遺伝子解析による遺伝性消化管腫瘍症候群の診断法確立に関する研究グループ
(SGHGCS). 家族性腫瘍, 2019;19(1): 15 - 18.

和文総説 4 新井正美. 癌の遺伝カウンセリング. 臨牀消化器内科, 2019;34(6):596-605.

和文総説 5 新井正美. MSI-H患者への遺伝カウンセリング. JGOG Newsletter, 2019;28(1):6-8.

和文総説 6 藤村聡, 田中里佳. 順天堂大学における細胞調製施設運営の課題と現状. クリーンテクノロジー, 2019;29:5-8.
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和文著書 1 新井正美. 家族性婦人科腫瘍の遺伝カウンセリング. 産科婦人科臨床 女性ヘルスケア, 中山書店, 東京, 2019;349-365.
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国内学会発表 1
宮原庸介, 川辺晃一, 江藤宏幸, 葛西豊高, 福田裕昭, 兼子耕, 新井基展, 鈴木興秀, 石田秀行, 江口英孝, 岡﨑康司. 遺伝性混合性ポリポーシスの一家系. 第27回日本消
化器病週間, 兵庫, 2019年11月19-24日.

国内学会発表 2
鈴木興秀, 山口達郎, 江口英孝, 近範泰, 石橋敬一郎, 田中屋宏爾, 山田岳史,岡﨑康司, 石田秀行. 大腸癌のPrecision medicineの現状と展望　多遺伝子パネルを用いたミ
スマッチ修復欠損腫瘍大腸癌の検討.  第74回日本大腸肛門病学会学術集会, 東京, 2019年10月11-12日.

国内学会発表 3
新田和広, 田上道, Suneel Indupur, 木下善仁, 八塚由紀子, Borna Nurun, Jonathan D Coker, 村山圭, 大竹 明, 八木 研, 岡﨑康司.  Patient genome analysis
based on de novo assembly builds up new insights for finding structural variation. 第42回日本分子生物学会年会, 福岡,2019年12月4日

国内学会発表 4
藤野泰輝, 三井康裕, 田中久美子, 三好人正, 北村晋志, 岡本耕一, 宮本弘志, 佐藤康史, 六車直樹, 石田秀行, 江口英孝, 岡﨑康司, 高山哲治. 次世代シーケンサー及びデ
ジタルPCRにより同定し得たAPCモザイク変異陽性減衰型家族性大腸腺腫症(Familial Adenomatous Polyposis; FAP)の1例. 第25回日本家族性腫瘍学会学術集会, 東京,
2019年6月14-15日

国内学会発表 5 美野輪治. P-type Ca2+-ATPase 変異により誘起される⾧期的内耳細胞機能障害の解析. 第29回日本耳科学会, 山形、2019年10月10-12日

国内学会発表 6
岡﨑康司, 木下善仁, 村山圭, 大竹明. 「ミトコンドリア生化学」が切り開く新たな疾患病態　ミトコンドリア関連ゲノム解析と生化学解析から捉える小児代謝性疾患の病態. 第92回日
本生化学会大会, 神奈川, 2019年9月18-20日

国内学会発表 7 岡﨑康司. 次世代シーケンス技術を用いたミトコンドリア呼吸鎖異常症の病態機構の解明. Mitochodria Symposium,　東京, 2019年11月25日

国内学会発表 8
河合純, 廣瀬直毅, 佐野浩美, 岡﨑康司, 八木研, 山本由美子, 依馬正次, 清田弥寿成, 築山智之, 中家雅隆, 佐々木えりか, 井上貴史, 渡部聡朗, 榊原康文, Jayakumar
Vasanthan, 内藤雄樹, 村川泰裕, 川路英哉. DNA/RNAを標的とする医療技術の現状と安全性評価の考え方　霊⾧類DNA/RNAデータベースの構築と医療への応用. 第37回
日本骨代謝学会学術集会, 徳島, 2019年6月26-28日.

国内学会発表 9
近谷賢一, 近範泰, 村松俊輔, 豊増嘉高, 幡野哲, 天野邦彦, 鈴木興秀, 崎元雄彦, 石畝亨, 熊谷洋一, 石橋敬一郎, 江口英孝, 持木彫人,岡﨑康司, 石田秀行.　抗PD-1
抗体薬の対象となり得るミスマッチ修復欠損大腸癌についての検討.　第57回日本癌治療学会学術集会, 福岡, 2019年10月24-26日.

国内学会発表 10
近谷 賢一, 石川博康, 山本 瑛介, 牟田優, 伊藤徹哉, 山本梓, 近範泰, 村松俊輔, 豊増嘉高, 幡野哲, 天野邦彦, 鈴木興秀, 崎元雄彦, 石畝亨, 熊谷洋一, 石橋敬一郎, 江
口英孝, 持木彫人, 岡﨑康司, 石田秀行. 大腸癌のPrecision medicineの現状と展望　抗PD-1抗体薬の対象となり得るミスマッチ修復欠損大腸癌の頻度、分子遺伝学的特徴に
ついての検討.第74回日本大腸肛門病学会学術集会, 東京, 2019年10月11-12日.



国内学会発表 11
近谷賢一, 構奈央, 山本瑛介,牟田　優, 伊藤徹哉, 山本　梓, 近　範泰, 鈴木興秀,石畝　亨, 熊谷洋一, 石橋敬一郎, 江口英孝, 持木彫人, 岡﨑康司, 石田秀行.  当科で経
験したリンチ症候群大腸癌の検討.  第25回日本家族性腫瘍学会学術集会, 東京, 2019年6月14-15日

国内学会発表 12 江口英孝, 岡﨑康司, 赤木究, 石田秀行. リンチ症候群のスクリーニングと遺伝学的検査. 第25回日本家族性腫瘍学会学術集会, 東京, 2019年6月14-15日.

国内学会発表 13
香川誠, 川上理, 鈴木興秀, 田丸淳一, 赤木究, 江口英孝, 新井冨生, 岡﨑康司, 石田秀行. ミスマッチ修復タンパクの欠失を示す前立腺癌の網羅的探索と臨床病理学的特徴.
第57回日本癌治療学会学術集会, 福岡, 2019年10月24-26日.

国内学会発表 14
山本梓, 鈴木興秀, 近範泰, 石橋敬一郎, 江口英孝, 岡﨑康司, 石田秀行. 50歳未満若年者におけるミスマッチ修復欠損大腸癌の分子遺伝学的特徴.  第25回日本家族性腫
瘍学会学術集会, 東京, 2019年6月14-15日.

国内学会発表 15
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